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施工条件明示書 

 

 

工 事 名： 新河岸第１ ６ －１ －１ 汚水管渠築造工事 

 施工場所： 富士見市大字水子地内外 市道第６ ３ ５ 号線外 

 

 

【 安全対策関係】  

  交通誘導員については下記のと おり と する 。  

・ 配置総数＝施工日数×２ 人/日 

 

 









































































































































































































































































































































　　令和7年度

　

新河岸第16-1-1汚水管渠築造工事

【　数　量　計　算　書　】
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１． 管 推 進 工
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路線延長 管渠延長 推進延長 先　頭　管 標　準　管 最　終　管

1.0ｍ/本 1.0ｍ/本 1.0ｍ/本 新設用 既設用

NO.76-1発進立坑 下流 - 既設人孔到達

既設NO.77-1-1到達人孔 37.20 36.30 35.750 1 35 1 1 1 上流 0.550

ｍ ｍ ｍ 本 本 本 個　 個　 ｍ

合　計 37.20 36.30 35.750 1 35 1 1 1 0.550

推進工 L=35.75m

スクリュコンベア類撤去工 L=35.75m

発生土処分工 V＝0.2162×π/4×35.75＝1.3ｍ3

推　　進　　工　（低耐荷力圧入推進 内径200mm）

備　考立坑NO．
立坑(人孔）内管布設延長ﾏﾝﾎｰﾙ用可とう継手
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推進立坑 既設人孔 鋼矢板Ⅲ型 鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ 設置撤去 据換え

NO.76-1 片発進立坑

NO.77-1-1片到達人孔 1 1 1 1

箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所

合　計 1 1 － 1 1 0

仮　設　備　工　（低耐荷力圧入推進 内径200mm）

備　考立坑NO．
坑口工 鏡切り工 推進設備工
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２． 補 助 地 盤 改 良 工
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1. 対象土量 坑口面積 ×
－ × π/4 × 0.5 ＝ ｍ2

× ＝ ｍ3

× ＝ ｍ3

× ＝ ｍ3

2. 削孔長

＝ ｍ
＝ ｍ
＝ ｍ

3. 注入長

＝ ｍ
＝ ｍ
＝ ｍ

4. 注入量

× 35.0 ％ (懸濁型) ＝ kL
× 35.0 ％ (懸濁型) ＝ kL
× 35.0 ％ (懸濁型) ＝ kL

5. 1本当り注入量

( ＋ + ）
÷ 6.000 本 ＝ kL

(1本/1.0ｍ2当り）

2.040 2.040

礫質土 0.711 0.711

礫質土 3.782 1.324
粘性土 9.574

No.76-1 【二重管ストレ－ナ工法（単相式）】

薬 液 注 入 工

0.538 3.351

1.800

3.351

0.869

注入本数

1.324

1.800

注入率
砂質土 1.537 0.538

粘性土

1.800 1.800

砂質土 0.289 0.289

粘性土
礫質土

9.574

砂質土 0.289 0.289

5.319粘性土
礫質土

工　　種 計　　算　　式 数　量

砂質土

3.012 2.300

発進立坑（下流側）

5.319 0.289

2.024 5.319

5.319 0.711 3.782

1.537
1.800

2
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到達人孔(上流側）

1. 対象土量 坑口面積 ×
－ × π/4 × 0.5 ＝ ｍ2

× ＝ ｍ3

× ＝ ｍ3

× ＝ ｍ3

2. 削孔長

＝ ｍ
＝ ｍ
＝ ｍ

3. 注入長

＝ ｍ
＝ ｍ
＝ ｍ

4. 注入量

× 35.0 ％ (懸濁型) ＝ kL
× 35.0 ％ (懸濁型) ＝ kL
× 35.0 ％ (懸濁型) ＝ kL

5. 1本当り注入量

( ＋ + ）
÷ 6.000 本 ＝ kL

(1本/1.0ｍ2当り）

注入本数

0.547 3.480

砂質土 1.564 0.547
粘性土 9.944 3.480

粘性土 0.585 0.585

注入率

礫質土 1.300 1.300

粘性土 1.850 1.850

砂質土 0.915 0.915

粘性土 5.375 1.850 9.944

砂質土 0.291 0.291

5.375

砂質土 5.375 0.291 1.564

2.525 2.300
1.050

薬 液 注 入 工

既No.77-1 【二重管ストレ－ナ工法（単相式）】

工　　種 計　　算　　式 数　量

1.890 1.890

礫質土 3.542 1.240

1.240
0.878

礫質土 5.375 0.659 3.542

礫質土

2
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３． 立 坑 工
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鋼製ケーシング式

地盤高 下流管底高 底版まで

 １．立　坑　深 6.320 － 3.202 ＋ 0.353 ＝ 3.471 ｍ
(底盤Coまで)

立坑深 底盤厚 As舗装厚

 ２．掘　削　深 3.471 ＋ 1.000 － 0.050 ＝ 4.421 ｍ
(圧入掘削積込工)

 ３．埋 戻 し 工

（再生砂）
立坑外径 砂埋戻し厚

　　　　全　体 2.024 2　× π／4 × 1.050 ＝ 3.38 ｍ３

人孔外径 砂埋戻し厚

　　　　ﾏﾝﾎｰﾙ減 1.050 2
　× π／4 × 1.050 ＝ 0.91 ｍ

３

計 2.47 ｍ
３ 2.5 ｍ

３

 ４．残土処分工

立坑外径 掘削深

第4種 2.024 2
　× π／4 ×（ 4.471 - 0.050 ） ＝ 14.22 ｍ

３

φ2.00NO.76-1発進立坑土工
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鋼製ケーシング式

1/2
地盤高 下流管底高 底版まで

 １．立　坑　深 6.320 － 3.202 ＋ 0.353 ＝ 3.471 ｍ

(底盤Coまで)

立坑深 底盤厚さ As舗装厚

 ２．掘　削　深 3.471 ＋ 1.000 － 0.050 ＝ 4.421 ｍ

(圧入掘削積込工)

掘削深 根入れ長

 ３．圧　入　深 4.421 ＋ 0.200 ＝ 4.621 ｍ

立坑深 底盤ﾗｯﾌﾟ長 施工余裕

 ４．ケーシング長 3.471 ＋ 0.300 － 0.071 ＝ 3.700 ｍ

(10cm単位)

先頭ケーシング 2.00 ｍ

最終ケーシング 1.70 ｍ

　先頭ケーシング刃先

　呼び径2000用 1 個

 ５．ケーシング 1箇所当り溶接延長

 溶接工　   L＝π×2.00≒6.3ｍ 1 箇所

 ６．ケーシング 　引上げ延長

 引上げ工　 　L＝0.90ｍ 0.90 ｍ

 ７．ケーシング 　ケーシング切断延長

 撤去工　 　L＝π×2.00(呼び径)＋1.429(撤去)×4＝12.0m 1 箇所

 スクラップ　1.429m×0.615t/m 0.879 t

 ８．底版ｺﾝｸﾘｰﾄ

打設工　 　1箇所当り使用量 V=3.1ｍ3 3.10 ｍ
3

 ９．うわ水 　（水中コンクリート打設時）

 排水工　 1 箇所

 10．スライム 　（水中コンクリート打設時）

 処理工　 　1箇所当り処分量 V=1.2ｍ
3 1 箇所

φ2.00NO.76-1発進立坑土工
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鋼製ケーシング式

2/2

 11．機械設置

 撤去工　 1 回

 12．円形覆工板

 設置工　 　呼び径2000用 1 箇所

 13．円形覆工板

 撤去工　 　呼び径2000用 1 箇所

 14．ケーシング

充填工　   V＝π/4×2.0002×1.971－π/4×1.1102×（0.130+0.063）

　　　－π/4×1.0502×(1.971-0.130-0.063)－π/4×0.2162×0.475

　　　－0.400×0.475×1.971 4.07 ｍ
3

副管

15.圧入機械退避 　ｎ＝(Ｔ１＋Ｔ２＋Ｔ３＋Ｔ４＋Ｔ５)/8(h)

・再設置回数 　T1＝機械設置撤去時間＝ ＝

　Ｔ２＝圧入機械積込時間=掘削深×１ｍ当り施工時間

＝ 4.421 × 0.9 ＝

　Ｔ３＝ｹ-ｼﾝｸﾞ溶接時間＝総溶接延長×0.2

＝ 6.3 × 1 × 0.2 ＝

　Ｔ４＝底盤ｺﾝｸﾘ-ﾄ打設時間＝底盤ｺﾝｸﾘ-ﾄ量×0.2

＝ 3.1 × 0.2 ＝

　Ｔ５＝ｹ-ｼﾝｸﾞ引上げ時間＝ｹ-ｼﾝｸﾞ引上げ長×0.7

＝ 0.9 × 0.7 ＝

小数点以下切捨

　ｎ＝ΣＴ／8＝ 9.1 　／ 8 ＝ 1 回

φ2.00NO.76-1発進立坑土工

2.6

4.0

1.3

0.6

0.6

1.1
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４． 管 布 設 工
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硬質塩化ビニル管φ200mm

掘削深 　 減　長 延　　長

(m) 平 (m) (m) 埋戻し工 　　  残　　　土

均 掘 マ 舗装厚  機械併用 直 可 素掘り H=2.0ｍ H=2.5ｍ H=3.0ｍ H=3.5ｍ

上 流 掘 削 ン 管 舗 装 機械掘削 埋 戻 し 上段：Co 土　砂 と

削 延 ホ 渠 ｱｽｺﾝ ﾊﾞｯｸﾎｳ （再生砂） 下段：Aｓ （4種） 管 う

深 長 ｜ 延 路盤厚  0.28 m3
上段：0.45 m3 上段：0.45 m3 （SRA) 継

下 流 ル 長 下段：0.28 m3 下段：0.28 m3 4m/本 手

(m) (m) 内 (m) (m) (㎡) (m3) (m3) (m3) (m3) (m3) （本） （個） (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m) (m)

75-1-2 1.361 0.05

75-1 75-2-1 0.85 1.414 1.388 17.50 0.60 16.90 0.40 17.50 14.88 0.74 19.91 13.31 0.74 19.91 4.2 1 17.50

1.414 0.05

75-2 0.85 1.500 1.457 12.00 0.15 11.85 0.40 12.00 10.20 0.51 14.35 9.83 0.51 14.35 3.0 12.00

1.500 0.05

75-2-2 1.00 1.601 1.551 17.00 0.15 16.85 0.40 17.00 17.00 0.85 25.52 18.09 0.85 25.52 4.2 17.00

1.601 0.05

既76-1 1.00 1.692 1.647 3.50 0.60 2.90 0.40 7.00 3.50 0.18 5.58 4.06 0.18 5.58 0.7 1 3.50

計  50.00 48.50  53.50 45.58 2.28 65.36 45.29 2.28 65.36 12.10 2 29.50 20.50 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

管　布　設　工　数　量　計　算　書

  管　 人 掘
土　　　　　　　　　　　　　　工 管　渠　本　数 土留工（建込簡易土留）

掘　　削　　工 硬質塩化ビニル管 山留タイプ

路 孔 削

舗装切断 舗装面積

番 番 幅

号 号 （m)
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５． 組 立 マ ン ホ ー ル 工
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ブ     ロ     ッ     ク     類 ロ

マ マ 流 出 管 流    入    管 副       管 調 角 蓋 ッ

ン ン 度 底 く 体 受 及 防 ク 備  考

ホ ホ 内径 管 内 径 管 落差 角度 内径 管 落差 角度 整 の 版 枠 び 止 付

｜ ｜ (mm) 略 T T VU VU VU 用 転

ル ル 高 図 60 90 120150180 30 60 90 120 150 180 45 60 10 15 14 25 250 150 200 梯 落

番 深 管底高 種 種 種 　 子

号 (ｍ) (mm) (ｍ)   (ｍ) (度) (mm) (ｍ) (度) (mm) 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 組 組 個 個 個 組立深

200 VU 200 VU 4.736 1.534 150 VU 1.53

76-1

3.118 3.202 18 1 1 1 1 1 1 1 1 3.278

管種 HP ： ﾋｭｰﾑ管

の VU､VP ： 塩ﾋﾞ管 小計

記号 PE ： ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 18 1 1 1 1 1 1 1 1

N＝  1箇所

無収縮超早強モルタル 18mm／40mm＝ 袋 人孔削孔φ250塩ビ[新設、既設] N＝   0箇所

口環変形防止用調整金具 組 人孔削孔φ200塩ビ[新設、既設] N＝ 1箇所
（M16･L=250mmﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ　各10個） 人孔削孔φ150塩ビ[新設、既設] N＝ 1箇所

組立１号マンホール計算書

底

直　　　　壁 斜 壁 調整リング 削　孔

1

管底高 部

参
考

工

 (参考)
箇所 組

1

1

0.5

1

ブロック据付工 [人孔深3.0～4.0ｍ]

1
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イ ン バ ー ト

コンクリート工 0.2 ｍ3

モ ル タ ル

上 塗 り 工 0.7 ｍ2

砕 石 基 礎 工 1.0 ｍ2

調整コンクリート工 0.1 ｍ3

同 上 型 枠 工 0.2 ｍ2

計

組立1号マンホール底部工集計表

タイプ1 タイプ2 タイプ3 タイプ4 タイプ5

76-1

 箇所 1 箇所  箇所  箇所  箇所

（0.15）

0.15

（0.74）

0.74

（0.97）

0.97

（0.06）

0.22

0.06

（0.22）
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マンホール底部工 …　 組立1号

項　　目

①ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ工 Ｖ＝ 0.902×π/4×0.260－0.202×π/4/2×(0.90+0.35) 0.15 ｍ3

②ﾓﾙﾀﾙ上塗り工 Ａ＝ 0.90
2
×π/4＋（0.20×π/2－0.20）×(0.90+0.35) 0.78 ｍ

2

(配合1:2 t=20mm)

③砕石基礎工 Ａ＝ 1.112×π/4 0.97 ｍ2

(t=20cm)

１箇所当り

概　　　　　略　　　　　図 計　　　　　算　　　　　式 数　　量

タイプ2
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マンホール底部工 …　 組立1号

項　　目

①ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ工 Ｖ＝ 0.902×π/4×0.260－0.202×π/4/2×0.90 0.15 ｍ3

②ﾓﾙﾀﾙ上塗り工 Ａ＝ 0.90
2
×π/4＋（0.20×π/2－0.20）×0.90 0.74 ｍ

2

(配合1:2 t=20mm)

③調整コンクリート工 Ａ＝ 1.112×π/4×0.063 0.06 ｍ3

(t=6.3cm)

④同上型枠工 Ａ＝ 1.11×π×0.063 0.22 ｍ2

１箇所当り

概　　　　　略　　　　　図 計　　　　　算　　　　　式 数　　量

タイプ2
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ブ     ロ     ッ     ク     類 ロ

マ マ 流 出 管 流    入    管 副       管 調 角 蓋 ッ

ン ン 度 底 く 体 受 及 防 ク 備  考

ホ ホ 内径 管 内 径 管 落差 角度 内径 管 落差 角度 整 の 版 枠 び 止 付

｜ ｜ (mm) 略 T T VU VU VU 用 転

ル ル 高 図 60 90 120150180 30 60 90 120 150 180 45 60 10 15 14 25 250 150 200 梯 落

番 深 管底高 種 種 種 　 子

号 (ｍ) (mm) (ｍ)   (ｍ) (度) (mm) (ｍ) (度) (mm) 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 組 組 個 個 個 組立深

200 VU 200 VU 4.907 0.020

75-1-2

1.253 4.887 3 1 1 1 1 1 1.413

管種 HP ： ﾋｭｰﾑ管

の VU､VP ： 塩ﾋﾞ管 小計

記号 PE ： ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 3 1 1 1 1 1

N＝   1箇所

無収縮超早強モルタル 3mm／40mm＝ 袋 人孔削孔φ250塩ビ[新設、既設] N＝   0箇所

口環変形防止用調整金具 組 人孔削孔φ200塩ビ[新設、既設] N＝   0箇所
（M16･L=250mmﾎﾞﾙﾄ、ﾅｯﾄ　各10個） 人孔削孔φ150塩ビ[新設、既設] N＝   0箇所

ブロック据付工 [人孔深0.0～3.0ｍ]

0.1

1

1

管底高 部

参
考

工

 (参考)
箇所 組

1

楕円組立マンホール計算書

底

直　　　　壁 斜 壁 調整リング 削　孔
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イ ン バ ー ト

コンクリート工 0.1 ｍ3

モ ル タ ル

上 塗 り 工 0.6 ｍ2

砕 石 基 礎 工 0.8 ｍ2

調整コンクリート工 0.0 ｍ3

同 上 型 枠 工 0.0 ｍ2

組立楕円マンホール底部工集計表

タイプ1 タイプ2 タイプ3 タイプ4 タイプ5

75-1-2

計

1 箇所  箇所  箇所  箇所  箇所

（0.11）

0.11

（0.57）

0.57

（0.76）

0.76

19



マンホール底部工 …　 組立楕円

項　　目

①ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ工 Ｖ＝ 0.602×π/4×0.260＋0.30×0.60×0.26

－0.202×π/4/2×0.90 0.11 ｍ3

②ﾓﾙﾀﾙ上塗り工 Ａ＝ 0.60
2
×π/4＋0.30×0.60-0.20×0.90

(配合1:2 t=20mm) ＋π/2×0.20×0.90 0.57 ｍ2

③砕石基礎工 Ａ＝ 0.812×π/4＋0.30×0.81 0.76 ｍ2

(t=20cm)

１箇所当り

概　　　　　略　　　　　図 計　　　　　算　　　　　式 数　　量

タイプ1
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マンホール底部工 …　 組立1号

項　　目

①ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ工 Ｖ＝ 0.902×π/4×0.260－0.202×π/4/2×0.90 0.15 ｍ3

②ﾓﾙﾀﾙ上塗り工 Ａ＝ 0.90
2
×π/4＋（0.20×π/2－0.20）×0.90 0.74 ｍ

2

(配合1:2 t=20mm)

③調整コンクリート工 Ａ＝ 1.112×π/4×0.063 0.06 ｍ3

(t=6.3cm)

④同上型枠工 Ａ＝ 1.11×π×0.063 0.22 ｍ2

１箇所当り

概　　　　　略　　　　　図 計　　　　　算　　　　　式 数　　量

タイプ2

21



人 人 立 内蓋 ｷｬｯﾌﾟ

孔 孔 上 起 スト 　90゜ 　90゜ 　75゜ 　45゜ 　30゜ 　15゜ 自 200 150

番 深 り 点 レート 合 曲 曲 曲 曲 曲 在 200

号 管 流 り り り り り 型 T-14 T-25

ｍ ㎜ ｍ ㎜ ｍ ㎜ 度 ｍ ㎜ 度 ｍ 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 箇所 箇所

200 VU 4.834 0.00

75-2-1 1.306 200 VU 4.834 0.90 1 1 1

200 VU 4.747 0.00

75-2-2 1.493 200 VU 4.747 1.09 1 1 1

Ｎ　： 外　圧　管  　VU　： 塩  ビ  管 T-14 T-25

Ｄ  ： 推  進  管　 　 VP  ：     〃

     CP  ： 陶      管  　VB　： 塩ビ卵形管 1.99 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 2 2 0 0 0

H= 900 1 本 (h=1200)
H= 1200 1 本

H= 1500 本 ※立上り管＝ 人孔深 －　 0.15 　－　 0.255　
H= 2000 本 （保護鉄蓋） (管底～受口)

合　　計

立上り管

考

鋳
鉄

塩
ビ

角度
イ　　　ン　　　バ　　　ー　　　ト 防護蓋

備
鋳
鉄

   管 種 の 記 号

参
考

管径 管底高 管径 管底高 管径
管 管

塩ビ製小型マンホール数量計算書

流　　出　　管 流　　入　　管 副　　管

種 種 種

部　　　　　　　材　　　　　　　類 90°支管

落差 角度
管

落差
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単位 No.76-1 計

硬質塩化ビニル直管φ150 ｍ 1.1 1.1

副管用90°可とう支管 個 1 1

カラー 個 1 1

90°曲管 個 1 1

コンクリート（18Ｎ/mm
2
） ｍ

3
0.28 0.28

型枠 ｍ
2

2.32 2.32

副管数量集計表
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硬質塩化ビニル直管 副管高 支管 曲管 管径/2 ステップ

（φ150） 1.534 － 0.140 － 0.170 － 0.075 - 0.050 1.10 ｍ
副管用90°可とう支管

（φ150） 1 個

カラー

（φ150） 1 個

90°曲管

（φ150） 1 個

コンクリ－ト

(18N/㎜
2
） 0.475 × 0.350 × 1.879

控除

－ 0.033 0.28 m3

<控除>

副管φ150 0.165
2
×π/4×1.534=0.033

同上型枠 0.475 × 2 × 1.879 2.32 ㎡

副 管 設 置 工 No.76-1外副管
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６． 取 付 管 工
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本管 取付管
掘削 掘　 削 管延長 総延長

幅 平均深 県道 市道 市道

M N   =  M t  ≦ 15ｃｍ＜

D G H J K L = D×E - (0.021 O O P 15cm ｔ 山留延長

(B+C)/2 ※2 = F×G ※2 = F×J ※3 ×K－O ×K + ｔ2 =t1×E =t1×E = M ≦30ｃｍ  =K
※1 ×E×L) × L × L E×L E×L E×L L×2 L×2

mm m m m m m m m m m m m m
3

m
3

m
3

m
3

m
3 個 個 個 個 個 m m

2
m

2
m

2 m m

人孔取付 左 1 0.88 0.88 0.58 0.58 0.00 0.35 0.34 0.00 0.35 1 1 0.88 0.00 市道45型

75-1-2 200 0.85 1.05 0.95 1.00 0.60 素掘り

75-2-1 左 1 1.30 1.30 0.58 0.58 0.00 0.37 0.36 0.00 0.37 1 1 1 1 1 1.30 0.00 市道45型

～75-2-2 200 0.85 1.14 0.95 1.05 0.60 素掘り

左 1 1.30 1.30 0.50 0.50 0.00 0.33 0.32 0.00 0.33 1 1 1 1 1 1.30 0.00 市道45型

〃 200 1.00 1.24 0.95 1.10 0.60 素掘り

左 1 1.30 1.30 0.50 0.50 0.00 0.33 0.32 0.00 0.33 1 1 1 1 1 1.30 0.00 市道45型

〃 200 1.00 1.24 0.95 1.10 0.60 素掘り

取付管推進 土留H=2.5ｍ

76-1 200 推進 2.89 1.65 9.00 9.00 5.04 5.04 5.04 1 1 9.00 2.00 砂利舗装

2.0*1.2*2.1

合　計 直接掘削積込

4 13.78 13.78 2.16 2.16 6.42 6.38 6.42 4 3 3 5 4 13.78

※1　取付管掘削平均深の算定においてB＞1.5ｍのときはB＝1.5ｍで計算。 ※4 ｔ2＝現況路盤厚 ※5 t1＝As厚

※1　ただし桝深が1.5ｍ以上の場合、人孔取付の場合、本管が推進管（既設管）の場合はこのかぎりでない。 市道(t=45㎝）：40㎝ 市道(t=45㎝）： 5㎝

※2　管渠取付の場合　：　G＝占用＋0.30　，　J＝G－I－A/2－0.30 市道(t=40㎝）：35㎝ 市道(t=40㎝）： 5㎝

※2　人孔取付の場合　：　G＝占用＋0.30－A/2　，　J＝G－I－0.30 市道(t=35㎝）：30㎝ 市道(t=35㎝）： 5㎝

※3　L＝K－側溝幅（平縦断面図参照） 市道(t=30㎝）：25㎝ 市道(t=30㎝）： 5㎝

砂利舗装：20㎝

t=5cm

個

Co廃材 残土

t=19cm t=11cmI

個数

掘削
埋戻
※4

As廃材
※5

A B C E F

使 用 材 料 舗装版破砕面積

舗装切断 山留種別
可とう
継手

直管
延長

取　　付　　管　　工　　数　　量　　計　　算　　書

人　孔
番　号

本管
管径

本管
土被

桝深
取付管
掘削幅

掘　削
控　除
延　長

掘　削
延　長

掘　 削
総延長

舗　装
総延長

備考

支管 曲管 カラー キャップ

土 工
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７． 付 帯 工
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付帯工 集計表

規　　　　　　　格 単 位 数　　　　　量

舗装切断工　 As舗装 t=15cm以下 m 84.30

舗装版撤去工
As舗装　ﾊﾞｯｸﾎｳ0.45m

3

t=15cm以下 m2 59.33

As殻処分工
ﾊﾞｯｸﾎｳ0.45m3

直接掘削積込 m
3

2.96

道路復旧工 市道45型 m2 58.80

雨水取付管撤去工 φ200 ｍ 5.40

　　　　〃 掘削・埋戻し・残土処分 m3 5.27

雨水取付管布設工 φ200 ｍ 6.70

　　　　〃 掘削・埋戻し・残土処分 m3 6.55

Ｕ形側溝撤去復旧工 再利用 ｍ 46.00

数　量　計　算　書

種　　　　　　　別
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舗装切断工 開削部（管布設工数量より）

AS舗装 t=15㎝以下 53.50 = 53.50

雨水取付管部

（5.4+6.7）×2 = 24.20

立坑部

π×（2.0+0.1） = 6.60

合計 = 84.30 84.30 ｍ

As舗装版破砕工 開削部（管布設工数量より）

t=15㎝以下 45.58 = 45.58

雨水取付管部

（5.4+6.7）×0.85 = 10.29

立坑部

π/4×（2.00+0.10）
2 = 3.46

合計 = 59.33 59.33 ｍ2

Asガラ処分工 開削部（管布設工数量より）

2.28 = 2.28

雨水取付管部

10.29×0.05 = 0.51

立坑部

π/4×（2.00+0.10）
2
×0.05 = 0.17

合計 = 2.96 2.96 ｍ3

道路復旧工 開削部

市道45型 45.58 - 0.82
2
×π/4× 1 = 45.05

立坑部

π/4×（2.00+0.10）2 = 3.46

雨水取付管部

（5.4+6.7）×0.85 = 10.29

合計 = 58.80 58.80 ｍ2

付帯工計算書（１）
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φ200

雨水取付管撤去工 5.40 = 5.4 5.4 ｍ
掘削・埋戻し・残土

　5.40×0.85×（1.20-0.05） = 5.27 5.27 ｍ3

φ200

雨水取付管布設工 6.70 = 6.7 6.7 ｍ
掘削・埋戻し・残土

　6.70×0.85×（1.20-0.05） = 6.55 6.55 ｍ
3

Ｕ形側溝撤去復旧工 　17.00＋29.00 = 46.0 46.0 ｍ

付帯工計算書（２）
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